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長瀞町立長瀞第二小学校学校だより 

   ひのくち                      

令和元年７月１９日・№５  

夏休み、自学と家読のすすめ 

 

長瀞町立長瀞第二小学校長 石 原   明 
 

 ４月に３～６年生が埼玉県学力・学習状況調査を、６年生が全国学力・学習状況調査を、５月に２～６
年生が学力テストを実施しました。その結果が送付されてきて、すでにお知らせしたものもあります。結
果を見ると、学習内容をよく理解している子供と理解不足の子供が両極化している状況が見られました。
理解不足の子供の生活習慣に関わる調査結果を見ると、学習時間の不足と読書量の少なさ、テレビ・ゲー
ム時間の多さなどが共通してあげられます。調査結果から、自学する習慣が十分身についていない子供が
いることがわかりました。 
 例えば、平日に２時間程度テレビ・ゲームの時間をとっている子供の１日をたどってみましょう。学校
から帰る時刻は高学年ともなると４時を過ぎます。友だちと遊んだりしているうちに夕食の時刻はすぐ
やってきます。夕食後、２時間程度テレビやゲームをやっていたら、９時近くになります。お風呂に入っ
たりするともう就寝時刻です。学習する時間も気力もなくなってしまいます。これが毎日続けられていた
としたらどうでしょう。学習する時間をとることができません。けれども、学習事項を十分に理解するた
めには、復習したり、予習したりする時間が必要です。このような状況を改善するためには、生活の中に
自学する時間を工夫して取り入れていかなくてはなりません。自学するためには、毎日学習することがわ
かっていると取り組みやすいです。宿題の他に漢字や計算の練習、音読、発展問題、読書等々、計画的に
取り入れてみてはいかがでしょうか。 
 また、いろいろな本に接し、知らない世界に触れたり、心を躍動させたりすることも、子供たちにとっ
て貴重な体験です。最近、「家読（うちどく）」という取組が注目されています。子供が読んでいる本を親
や家族も読むことで共通の会話を増やし、家族のコミュニケーションを深めることがねらいだそうです。
親が本を読む姿を子供に見せていないことが、子供の読書離れの大きな原因の一つとも言われています。
「家読」を通して、子供も親も本に親しみ、本の世界の楽しさを味わえたら素晴らしいと思います。 
 夏休みは、生活のリズムを整えて、自学の習慣をつけ、読書に親しむためには絶好の機会と言えます。
子供たちにとっても、ご家族にとっても楽しい時間を共有し、実り多い夏休みの日々をお過ごしくださ
い。 
保護者の皆様、地域の皆様には、今学期長瀞第二小学校に対して、多大なご理解・ご協力を賜り、深く

感謝申し上げます。今後とも、家庭、地域、学校が互いに連携・協働し「長瀞の宝」である子供たちを共
に育てていきましょう。 

 

 ６月 1９日（水）、人権擁護委員の 
皆様にご来校いただき、「人権の花」 
を寄贈していただきました。 
全校児童を代表して、児童会の子供 

たちが花の苗を受け取り、プランター 
に植え替えてくれました。 
 きれいな花に囲まれて、子供たちの 
心にも、思いやりの花をたくさん咲か 
せられたらいいなと思います。 

  
 

〇貸 出 日  夏休みの期間中に学校へおいでください。（土･日、及び８／１２～１６は除きます。） 
〇貸出冊数  １回１０冊程度まで 
○貸出方法  職員室の職員にお声かけください。借りたい本を選び、職員室の「図書貸出カード」に記入してく 

ださい。借りた本を返却する際も、職員室の職員に声をかけてください。 
〇返 却 日  借りた日から２週間以内にお返しください。 
 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夏休み水泳学習の天候判定について 

 夏休みの水泳学習については、7／2２（月）～2５（木）については、午前７時４５分時点で、７／２９（月）

～３１（水）については午前 8 時 30 分時点で実施するかどうかの判定を行います。水泳学習が中止の場合の

み、メールにて連絡をいたします。（雨天だけでなく、気温が非常に高く熱中症の危険性が高い場合にも、水泳学

習を中止する場合があります。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  （段ボール、本、雑誌、新聞紙、布類、アルミ缶、牛乳パック） 

夏休みの生活目標 きまりを守って生活しよう 

楽しく充実した夏休みを過ごすために 
(１)健康管理 ～ 自分でつくる生活リズム ～ 

①早寝・早起き・朝ご飯を徹底し、規則正しい生活をする。 

②進んで体を動かす。（水泳練習に参加する。鉄棒・ウォーキング・マラソン・朝のラジオ体操などに

進んで挑戦する。） 

(２)学習の仕方が大事 ～ 朝の涼しいうちに「学年×１０分」の学習を ～ 

①繰り返し学習する。（一度やったら終わりではなく、二度・三度とやることで身につきます。見直

して間違いに気づくことも大事な学習です。） 

②結果だけでなく、過程を大事にする。（正しい筆順で、ていねいに書くことやノートの使い方など

に気をつけてやると、考えが整理され身につきます。復習する際にも能率があがります。） 

(３)交通安全 ～ 車がいつ来るか、誰にもわかりません ～ 

①急な飛び出しをしない。（特に、止まっている車の前後から 

の飛び出しに注意）  

 ②交差点や丁字路では一時停止をする。 

③自転車乗りのルールを守る。（スピードを出しすぎない。 

道の左端を通る。ヘルメットをかぶる。決められた場所で乗る。） 

  ◎交通事故防止５つの行動「も・と・み・ま・た」を確認しよう。 

  ・もしかして｢危険予測｣・とまる｢一時停止｣・みる｢安全確認｣ 

・まつ｢安全確保｣ ・たしかめる｢再確認｣ 

(４)水の事故防止～ 川や池で遊ぶ時は、十分注意しよう ～ 

  ①急な流れや深み、がけがあるところなど、危険な場所には近づかない。（まもなく台風シーズに入り

ます。また、ゲリラ豪雨の後など、増水時には特に危険です。絶対に近づかない。）  

②一人では遊びに行かない。大人の人といっしょに行く。川や池で遊ぶ時にも十分注意しましょう。 

小学校教育課程説明・協議会のお知らせ 
 

令和年度小学校教育課程北部地区説明・協議会が下記のとおり

開催されます。保護者の方も傍聴できますので、希望される方は、

学校までお問い合わせください。 
 

１ 目的 学習指導要領改訂の趣旨や各教科等の改善事項を踏ま

え、小・中学校における教育課程編成・実施上の諸課題

を研究し、教員の指導力の向上に資する。 

２ 期日 令和元年７月２４日（水） 

３ 会場 秩父宮記念市民会館 

（午前：総則、午後：総合的な学習の時間） 

     皆野町総合センター（午前：国語、午後：道徳） 

     児玉文化会館セルディー（午前：算数、午後：図工） 

     江南公民館（午前：社会、午後：体育） 

     川本公民館（午前：理科、午後：特別活動） 

     藤沢公民館（午前：外国語、午後：音楽） 

     寄居中央公民館（午前：家庭、午後：生活） 

４ 時間 【午前の部】  ９：１５～１２：１５   

【午後の部】 １３：２５～１６：２５ 
 

茶道体験（6年生） 

 ７／１１（木）、江戸千家の石黒先生と戸田

先生にご指導いただき、6 年生児童が茶道体

験をしました。社会で学習した室町時代の文

化を体験しながら、おもてなしの心を学んで

いました。 

ご協力おねがいします。 



 

 
 

 


